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１．はじめに

福井大学理事／副学長
末　信一朗

近年、社会構造や産業構造が急速かつダイナミックに転換する中、全ての専門職には、より高度な知

識・技術の修得が求められています。一方、あらゆる分野で分業化や細分化が進行したため、個々の専

門職が俯瞰的に課題を解決する能力を失いつつあります。このため、多職種連携能力の育成が、専門職

の力量を形成する鍵となっています。

特に地域創生にかかわる専門職では、地域の公共性を念頭に、各ステークホルダーと認識を共有し連

携協働できる能力が不可欠であり、専門職として知識・技能を修得できる教育課程と並行して、学部段

階から社会共創課題に取り組む教育プログラムが重要となってきています。

また、2040年における福井大学の未来像を具現化するために策定した「福大ビジョン2040」においても、

「自治体、企業、他大学等との連携により、地域活性化の中核拠点としての機能・役割の一層の強化に努め、

地域における特色ある多様な活動を通じて地域の魅力を引き出し、多面的に社会に貢献する」と謳って

おり、本学は、県内唯一の地方国立大学として、地域社会との連携を強化することで地域の発展に貢献

し、地域の人々と共に歩み、地域課題の解決に向けた研究開発や人材育成を行うことで、地域社会に貢

献していくことを目指しています。

このような状況の中で、本学は、地域社会の中で多様な人々や組織が共に新しい価値を創りだすこと、

すなわち社会共創を実現することを目指し、地域と大学が共に当事者としての視点を持ち、オープンな

関係のもとで共に課題に向き合い、イノベーションを創出していく「福井型地域振興・専門職育成教育

プログラム」の構築等を目指し、令和４年４月に地域創生推進本部の中に創生人材センターと嶺南地域

共創センターを設置しました。

創生人材センターは、職種を超えて幅広い課題に取り組むための資質や能力を育てるための教育を

行っています。具体的には、「多職種連携教育」で様々な職種の知識を統合し、専門教育で学んだ知識

やスキルを実生活に活かす「社会共創教育」を提供しています。今年度は、特定の共通科目と専門科目

を「社会共創科目」として再編し、学部やキャンパスの枠を超えて学生が受講できるように提案しまし

た。このプログラムの開発を進める過程で、内閣府が主催する地方創生アイデアコンテストで優勝する

などの成果を上げています。来年度からは、学部等連係課程もしくは国際地域学部の組織強化を見据え

た、価値創造型プロジェクトベースドラーニング(PBL)の実現を目指していきます。

1



また、嶺南地域共創センターは、地域創生に資する「社会共創教育」の実現にあたり、福井県嶺南地

域を実装の場とするため、嶺南地区の自治体･産業界等と協働し、地域課題を発掘し、その課題を解決

するプロジェクトの企画と、大学における専門職養成との連絡調整等の本部機能を果たします。敦賀市

と小浜市の各活動拠点（サイト）では、情報の発信や公開セミナーを実施し、地域の中で行うPBL活動

のサテライトの役割も担い、令和６年度には32件の嶺南地域の地域課題に取組むプロジェクトを立ち上

げ、地域振興を進めています。嶺南地域共創センターの活動を通じて、嶺南地域における「文化的･健

康的に暮らせる生活エリア｣ をつくる ｢まちづくりのプレイヤー｣ の育成等を行い、「都市との近接性

を活かしたライフスタイル先進地」の形成に貢献していきます。

本報告書は、主に令和７年１月21日（火）に開催した「福井大学地域創生推進本部附属創生人材セン

ター・附属嶺南地域共創センター共催シンポジウム」の内容を中心にとりまとめたものです。

この報告書が多くの方々の目に触れることによって、大学と地域社会双方の資源やネットワークが活

用され、地域の持続的な発展に寄与していくことを期待しております。

また、両センターの活動を通じて、本学が福井県内の地域コミュニティの中心として一層の力を発揮

し、来年度以降もさらに活動を進展させるために努力してまいります。

最後になりますが、当該活動に多大なるご協力・ご支援を賜った地域の自治体、関係団体、企業等の

皆様方には改めて感謝申し上げます。
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２．組織構成

本学では、令和３年４月に「福大ビジョン2040」を公表し、その中で自治体、企業、他大学等との連

携により、地域活性化の中核拠点としての機能・役割の一層の強化に努め、地域における特色ある多様

な活動を通じて地域の魅力を引き出し多面的に社会に貢献することをビジョンとして掲げている。これ

を受け、令和４年４月に社会共創機構（機構長：学長）を新設し、その中に地域創生推進本部、産学官

連携本部、リカレント教育推進本部及び繊維マテリアル研究センターを措置することにより、学長をトッ

プとした全学体制で、研究成果の社会還元、地域を志向した教育研究やそれらを通じた社会共創及び学

び直しの機会提供を推進している。

地域創生推進本部では、地域の高等教育機関、地方公共団体、産業界及び金融機関等と連携して、地

域重視の教育研究の強み、特色を最大限に活かし持続的な社会の発展に寄与するため、地域で必要とさ

れる人材の育成及び地域創生に資する社会共創を支援・推進している。令和４年度には、文部科学省「多

職種連携教育による専門職養成と地域創生に資する社会共創教育の実現事業」に採択され、地域創生推

進本部に附属創生人材センター及び附属嶺南地域共創センターを創設した。創生人材センターでは、職

種の違いを超えて包括的に課題に対処できる資質・能力を培う多職種連携教育の構築に向けて、国内外

をフィールドとして人材育成プログラムを開発する。また、嶺南地域共創センターでは、本学教職員・

学生が嶺南地域のステークホルダーと協働し、嶺南地域の地域課題に取組むプロジェクトを推進する。

福井大学社会共創機構 組織図

社
会
共
創
機
構

地 域 創 生 推 進 本 部

産 学 官 連 携 本 部

リカレント教育推進本部

繊維マテリアル研究センター

創 生 人 材 センター

嶺南地域共創センター
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３．シンポジウムの開催

（１）令和６年度 福井大学地域創生推進本部 附属創生人材センター・
　　　　附属嶺南地域共創センター 共催シンポジウムの開催について

１．開催日時・会場

　月　　日：令和 7年 1月21日（火）

　　　　　　13：30～16：30

　　　　　　（受付13：00～）

　会　　場：嶺北会場　福井大学 文京キャンパス アカデミーホール（福井市文京3-9-1）

      嶺南会場　美浜町生涯学習センターなびあす コミュニティルーム（美浜町郷市29-3）

２．参加者：  県内自治体関係者、学内関係者、プロジェクト担当教員、学生等

３．プログラム

時　間 内　容

13：30～13：35 開会挨拶（福井大学　学長　上田　孝典）

13：35～14：35 基調講演
「福井県の地域創生　～地域愛を育み、未来を切り拓く～」
　　　福井大学 地域創生推進本部 顧問　森永　耕造

（元人事院事務総長、前福井県主催霞ヶ関県人会会長）

14：35～14：40 休憩

14：40～15：30 創生人材センターの取組発表
１．「参加学生による地域創生活動の報告」あわら市
　　地域創生推進本部　教授　竹本　拓治
２．「顧客ロイヤリティを中心とした地域に根ざす個人飲食店モデルの確立」

福井市
　　地域創生推進本部　客員准教授　寺尾　隆
３．「海の恵みを地域の力に ―小浜市の牡蠣を活用した地域戦略の提案―」

小浜市
　　地域創生推進本部　特命助教　石原　周太郎
４ ．「産地直贈で福井の季節をお届け」福井県
　　地域創生推進本部　特命助教　鈴木　梓

15：30～16：20 嶺南地域共創センターの取組発表
１．「小浜みらいGo膳プロジェクト～実証で得られた効果と配食への課題～」

小浜市
　　医学系部門 地域医療推進講座　助教　大西　秀典
２．「『学びと挑戦』によるまちづくり」美浜町
　　美浜町まちづくり推進課 移住定住・集落元気推進室　室長 山本 知也　様
３．「美浜町中心市街地における公民連携によるまちづくりデザインの実践」
　　工学系部門 建築建設工学講座　教授　野嶋　慎二

16：20～16：25 各市町から福井大学へ！ 「プロジェクトへの期待」

16：25～16：30 閉会挨拶（福井大学　理事/副学長　末　信一朗）
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（２）学長挨拶

福井大学長
上田　孝典

本日は、福井大学地域創生推進本部附属創生人材センター並びに附属嶺南地域共創センター共催シン

ポジウムにご来場いただきまして誠にありがとうございます。

昨年2024年３月に北陸新幹線の金沢－敦賀間が開業し、福井県内の各自治体におかれても、交流人口

の増加や観光産業への対応など多方面にわたる影響がある中で、貴重なお時間をさいていただき、深く

感謝申し上げます。

本学では、地域創生推進本部附属創生人材センター並びに附属嶺南地域共創センターを令和４年度に

設置し、地域振興と地域課題の解決を目指す社会共創教育の実現等、様々な取り組みを推進して参りま

した。

創成人材センターにおいては、あわら市対象の調査をまとめた学生チームが内閣府主催の「地方創生

☆政策アイデアコンテスト2024」で「近畿経済産業局長賞」と４つのスポンサー賞を受賞するなど、活

動が実を結びつつあります。

嶺南地域共創センターにおいては、嶺南地域における地域共創や課題解決を目指した計画として、今

年度32件のプロジェクトが実施されており、各分野において着実に成果を上げております。

今回のシンポジウムでは、両センターの今年度の取組をご報告させていただき、本学へのご理解を深

めていただきますとともに、皆様方と協働して地域の持続的な発展に寄与していくことを目的としてお

ります。両センターの活動を通じて、今後も本学が福井県内の地域コミュニティの中心として一層の力

を発揮できるよう努めてまいります。

本日のシンポジウムがご参加いただいた皆様方にとりましても有意義なものになりますことを祈念い

たしまして、開会の挨拶とさせて頂きます。本日はよろしくお願いいたします。
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１．魅力ある福井

２．地方創生政策の過去と未来

　（１）地方創生政策の10年

　（２）地方創生政策のこれから

　　①　女性と若者に選ばれる（楽しい地方）

　　②　雇用と賃金の改善

　（３）地域創生のいくつかの論点

　　①　DXやデジタル活用は地域創生に役に立つのか？

　　②　ＫＰＩやＥＢＰＭは本当に必要なのか？

　　③　定住圏10万人構想

　分散居住していても、増え続ける高齢者が買い物、交通、医療など日常生活にこまらないシステムづ

くりが課題

３．いくつかの御提案

　　①　非正規公務員の正規化

　　②　地域のデジタル支援体制の構築

　　③　関係人口リストの構築

（３）基調講演
　　福井県の地域創生 ～地域愛を育み、未来を切り拓く～

福井大学地域創生推進本部
顧問　森永　耕造 氏
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４．シンポジウム取組発表及び各センターの活動紹介

（１）創生人材センター

福井大学地域創生推進本部
附属創生人材センター長
教授　竹本　拓治

2024年度 附属創生人材センター調査活動報告について

本報告は、2024年度に実施した調査活動の成果をまとめたものである。今年度の調査活動では、創生
人材センターが発足以来取り組んできた「価値創出型PBL（Project-Based Learning）」の基盤が整いつ
つあることを実感できる成果が得られた。特に、コンケン大学との連携による調査研究を通じて「地域
資源を活かした創生の在り方」や「持続可能な価値創出の手法」について、また県内での活動を通じて
「地域の人々にとっての価値」について、新たな知見を得ることができた。
福井大学とタイ国立コンケン大学は、2022年に地方創生調査における協力関係のためのMOUを締結

し、これまで共同調査を推進してきた。本年度の調査活動では、ガンサダーン地区の地域振興策、バイ
オマス発電所の地域経済への影響、サワティー村の文化観光資源の活用、伝統工芸品の継承とビジネス
展開など、多岐にわたるテーマに取り組んだ。これらの活動を通じて、地域の特性を活かした持続的発
展の可能性を探るとともに、福井県における応用の可能性を検討した 。
また県内調査では、観光創出と地域ビジネスをテーマとし、学生らが取り組んだ活動を地域の首長や地

域の起業家にプレゼンを行うことで、自分たちのアイデアの価値を考えるきっかけとなる活動となった。
価値創出型PBLの目的は、単なる知識の習得ではなく、社会の変化に適応し、新たな価値を生み出す

人材を育成することにある。従来のPBLが「問題解決」型であるのに対し、価値創出型PBLでは、仮説
の構築と検証を繰り返しながら、新たな価値を創造するプロセスを重視する。本年度の調査活動では、
学生たちが調査結果を踏まえ、データ分析を通じて自らの仮説を再検証し、地域課題に対する具体的な
提案を導き出すという一連の流れを体験した。
例えば、コンケンのバイオマス発電所の事例では、地域住民との協力関係が発電所の受容性を高め、

地域創生につながっていることが確認された。これは、日本の再生可能エネルギー政策においても重要
な示唆を与えるものであり、福井県における再生可能エネルギー活用の新たなモデルケースとして参考
になり得る 。また、サワティー村の文化観光事例では、単なる観光振興にとどまらず、地域の歴史・文
化を活用することで、観光資源としての価値を高めることができるという知見が得られた 。
さらに、本センターが提唱する価値創出型PBLの単位化要件の基盤が整いつつあることも、本年度の

大きな成果である。将来的に価値創出型PBLを単位化することで、学生たちが学びの過程で培ったスキ
ルや知識が、より体系的に評価される仕組みが構築されつつある。今後も企業や自治体と連携しながら、
実践的な学びの場をさらに充実させ、「理論（原理・原則）」と「経験（現場）」の往復による人材育成
を強化していきたい。
2025年度以降も、国内外のパートナーと協力しながら、地域創生の実践的研究を推進し、価値創出型

PBLのさらなる発展を目指していく。本報告書が、今後の研究や教育の発展に寄与することを期待する。

7



　① あわら市における新たな観光体験の課題とその解決策

創生人材センター長
教授　竹本　拓治
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AwaLand GO
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　② 顧客ロイヤリティを中心とした地域に根ざす個人飲食店モデルの確立

客員准教授
寺尾　隆
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https://hosei.ecats-library.jp/da/repository/00014631/17_point_kemmotsu.pdf
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　③ 海の恵みを地域の力に －小浜市の牡蠣を活用した地域戦略の提案－

特命助教
石原　周太郎
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　④ 産地直贈で福井の季節をお届け

特命助教
鈴木　梓
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⑤－１　国内調査（小浜市・令和 6年 9月）

GOSHOENへの誘客を促す仕掛けづくりの提案

　⑤ 創生人材センター調査活動報告（国内調査、海外調査）
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Thank you for your
Attention!!
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⑤－１　国内調査（小浜市・令和 6年 9月）

インスタ映え×生の体験
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⑤－１　国内調査（小浜市・令和 6年 9月）

MAKE ASAHIZA GREAT AGAIN
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⑤－１　国内調査（小浜市・令和 6年 9月）

観光客と地元住民の交流ターミナルとなる仕掛けづくりの提案
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⑤－２　国内調査（敦賀市・令和 7年 2月）

敦賀調査活動2025・Ａチーム
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⑤－２　国内調査（敦賀市・令和 7年 2月）

敦賀調査活動2025・Ｂチーム
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⑤－２　国内調査（敦賀市・令和 7年 2月）

敦賀調査活動2025・Ｃチーム
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⑤－２　国内調査（敦賀市・令和 7年 2月）

敦賀調査活動2025・Ｄチーム
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⑤－２　国内調査（敦賀市・令和 7年 2月）

敦賀調査活動2025・Ｅチーム
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⑤－３　海外調査（タイ国・コンケン市，令和 6年 9月）

ガンサダーン地区
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THANK YOU!
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⑤－３　海外調査（タイ国・コンケン市，令和 6年 9月）

コンケンのバイオマス発電所について
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⑤－３　海外調査（タイ国・コンケン市，令和 6年 9月）

サワティー村
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THANK YOU!
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LOCAL SHOPS AND 
KHONKAEN UNIVERSITY

introduction

Methods

Result

Disscussion

About Interview

⑤－３　海外調査（タイ国・コンケン市，令和 6年 9月）

伝統工芸品について
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LOCAL SHOPS AND 
KHONKAEN UNIVERSITY

THANK YOU!
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⑤－４　海外調査（タイ国・コンケン市，令和 7年 2月）

コンケンの繊維産業振興策と福井県への応用可能性検討
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⑤－４　海外調査（タイ国・コンケン市，令和 7年 2月）

福井の既存イベントとウォーキングストリートの融合可能性検討

172



173



174



175



176



177



178



179



⑤－４　海外調査（タイ国・コンケン市，令和 7年 2月）

モーラムのコンケンにもたらした産業復興策の福井県への応用検討

180



181



182



183



184



185



186



187



188



189



190



191



192



193



194



195



⑤－４　海外調査（タイ国・コンケン市，令和 7年 2月）

若者の地域活動参加を促すためには？
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講演資料
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（２）嶺南地域共創センター
　① 小浜みらいGo膳プロジェクト
　　　　　～実証で得られた効果と配食への課題～

福井大学医学系部門
地域医療推進講座
助教　大西　秀典
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　② 『学びと挑戦』によるまちづくり

美浜町まちづくり推進課
移住定住・集落元気推進室
室長　山本　知也 氏
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　③ 美浜町中心市街地における公民連携によるまちづくりデザインの実践

福井大学工学系部門
建築建設工学講座
教授　野嶋　慎二
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　④ 福井県嶺南地域における課題解決型事業・プロジェクト

嶺南地域共創センターでは、福井大学の第４期中期計画を推進するため、ステークホルダーと協働し、
学内公募により、嶺南地域の課題解決に取組む事業・プロジェクトに対し支援を行っています。

＜対象事業・プロジェクト＞
嶺南２市４町（敦賀市、小浜市、美浜町、若狭町、おおい町、高浜町）・福井県等と連携し、嶺南地
域の地域課題に取り組む事業・プロジェクト

＜令和６年度実施分＞

④　福井県嶺南地域における課題解決型事業・プロジェクトについて
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令和６年度福井県嶺南地域における課題解決事業・プロジェクトに対する支援 

小浜市における「食縁」の変容がもたらす地域課題の分析と 
その解決に向けた提案 

(令和 6 年４月-２月実施) 
 

地域創生推進本部   
附属創生人材センター 
特命助教 石原周太郎 

 

1. プロジェクトの目的 
 本事業は小浜市を対象に、「食」にま
つわるつながりの現状を把握するとと
もに、その地域課題の解決に向けた提案
を行うことを目的とする。 
 
２. プロジェクトの実施内容 
 本プロジェクトは大きく分けて３つ
の調査を行った。 
 １つ目はヒアリング調査で、小浜市役
所里山里海課、小浜市観光協会、若狭フ
ィッシャーマンズ・ワーフという「食」
に関する主要なステークホルダーに対
して行ったのと同時に、適宜１次生産者
や観光客、地域住民にも調査を行った。 
 ２つ目は夏季（９月８日）と冬季（１
月４日）に若狭フィッシャーマンズ・ワ
ーフと道の駅若狭おばまにおいて小浜
市の食に関する満足度のアンケート調
査を行った。このアンケート結果は共分
散構造分析による解析を行った。 
 ３つ目は青山学院大学に赴き、学生に
対するアイディアソンの実施および関
東学生の小浜や嶺南に対する意識調査
を行った。 
 
３. 得られた成果 
 食に関するステークホルダーへのヒ
アリング調査では①市が県や漁協など
と協定を結びながら養殖の推進、ブラン
ディング化を進めている。②5-60 代への
観光客はリピーターが多く、2-30 代に対

するアプローチが少ない。③水産業、特
に牡蠣の生産者は減少の一途であり、牡
蠣殻の２次利用などは進んでいないこ
となどが明らかとなった。 
 アンケートの結果では、夏冬ともに地
域資源とくに「食のクオリティ」に関す
る満足度が高いことが示された。一方で、
夏の観光客は「アクセスの良さ」からく
る「食のクオリティ」が負の値となり、
小浜市の満足度に悪影響を与えている。
また、冬の帰省客においては「アクセス
の良さ」よりも「情報発信力」からくる
「認知度」が満足度に悪影響を与えてい
ることから、来訪者の属性に起因する傾
向の違いが明らかとなった。 
 青山学院大学の学生からは、小浜市の
魅力は伝わったものの、アクセス面での
時間的・金銭的懸念を持っていることが
明らかとなった。 
 
４. 今後の展開 
 得られた成果を踏まえ、高付加価値の
ある体験型の観光資源開発を提案した。
さらに付加価値を高めるため、今後は牡
蠣殻の２次利用をはじめとした廃食材
の活用を目指した取り組みを行う予定
である。 
 
※ 本事業で行ったアンケートについ
て高度な統計分析を処理するのに
必要だったため、予算には計上して
いない P C の購入を行った。 
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